Circle Ego 取扱説明書
by Impulsive Pedals
　この度はImpulsive Pedals製品をお買い求め頂き、ありがとうございます。

　製品をお使い頂く前に本説明書をよくお読み頂き、保証書と共に大事に保管して下さい。
使用上の注意点（重要）
· 本製品には必ず安定化済みのACアダプター又はパワーサプライ（DC9V出力、センターマイナス、2.1mm）又は9V出力の乾電池（006P型）をご使用下さい。ノイズや動作不良、破損の原因となります。
· 入力ジャックが電池使用時の電源スイッチを兼ねております。使用時以外は電池の消耗を抑えるために入力ジャックからプラグを抜いて下さい。又、長期間使用されない場合は液漏れを防ぐため電池を本体から抜いて下さい。

· 電池はプラスとマイナスを間違えずに接続して下さい。故障や液漏れの原因となります。

· 電池交換を行う際にはネジ山にあったサイズのプラスドライバーをご使用下さい。ネジ山が潰れると電池交換やメンテナンスが不可能になります。

· 入力ジャックと出力ジャックを間違えないで下さい。製品の設計上逆に接続してもOFF時にはバイパス音が出ます、お気をつけ下さい。
· 使用、保存の際には高温、多湿、ほこり、水を避けてください。故障や火災などを引き起こす可能性があります。

· 製品を分解、改造しないで下さい。感電、火災の原因となります。ICはソケット化して取り付けてありますがご自身での交換はお控え下さい。

· 製品を落としたり無理な力を加えないで下さい、故障の原因となる場合があります。

· 本体に貼り付けてありますラベルシールは、長期間紫外線等に晒されますと色褪せする場合があります。又、水がかかった場合に文字がにじむ場合があります。

製品説明
　Circle Egoは攻撃的でアグレッシブな音色を持つハイゲインファズペダルです。ゲートスイッチによりプレイを止めた際にノイズも無い無音状態を作り出すゲートファズモードとして動作させることも出来ます。ゲートファズモードではゲインはほぼ最大で固定となり、弱い入力には反応しなくなるので激歪み状態でのコードバッキングから突然無音になるといったプレイも可能になります。一方、ゲートを切ったノーマルモードでは激歪み状態からよりコントロールしやすい歪みまで幅広く対応します。又、ギター側のボリュームコントロールにも追従するのでより細かく歪みの状態をコントロール出来ます。そして、いずれのモードでもImp Adj（インピーダンスアジャスト）コントロールにより、高音域の出方とレスポンスを調整できます。最大時には最もセンシティブかつトレブリーな音色で、絞るに従い反応はルーズに・高音はマイルドに変化していきます。

本製品はトゥルーバイパスを採用しています。
コントロールの説明
1. Fuzz

本体右上のツマミです。歪みの量、質感を調整します。後述のGateスイッチが上側（ON）

状態の
時は効きが極端に弱くなります。
2. Volume
本体左上のツマミです。音量を調整します。
3. Imp Adj
本体右下のツマミです。ファズ回路へ入力される信号のインピーダンスを調整することで

高音域の出方、レスポンスを調整します。ツマミを回す際にノイズが出ますが仕様ですの

で故障ではありません。
4. Gate

本体左下のスイッチです。上側(ON)状態にすると入力信号が弱
い時には無音状態となる

ゲートファズモードになります。下側(OFF)状態からの切替直後は残留ノイズが出る場合が

ありますが、時間が経つか一定以上の信号を入力すると正常に動作するようになります

又、このスイッチがONの状態では「Fuzz」コントロールの効きが極端に弱くなります。
